第2回全国高校生中国語発表大会講評
（審査員を代表して、審査委員長　日本大学　平井和之先生より）
さすが全国各地の代表による大会だけあり、全体を通してレベルの高さを感じました。若さゆえに身につくのだと思います。
朗読部門では、最優秀賞を1名決めるということでしたが、1名どころか2名でも決めるのが大変で、審査員3名が非常に悩んだ末の結論でした。今回は、山田さんと政所さんの2名に賞を出すことになりましたが、入賞しなかった弁士の皆さんも非常にレベルが高く、内容をよく理解した朗読ができていました。どの弁士の方も、中国語学習を始めて1年足らずでこれだけのレベルに達したのは立派なことだと思います。ただ当然ながら、それぞれ改善するべきところもあります。今回は、審査員一人一人から、個々の弁士に対するコメントをつけました。直すべきところは直したうえで、今後も発音や声調に気をつけて、中国語学習を頑張ってください。
弁論部門では、音声面ももちろん大切ですが、原稿が大切です。まず一つは内容です。内容はよく練って考えていると思いますが、不正確な印象を与えてしまうものは良くありません。また、高校生の弁論ですと体験談が多くなりますが、それらを単に時系列にそって並べるだけではものたりません。文化交流や学習体験をうまく織り交ぜながら、自分の主張を上手く伝えられるように組み立てるといいと思います。
もう一つは中国語としての文章です。初めから中国人の先生にお願いして中国語語に訳してもらうのではなく、できる限りまず自分で中国語原稿を作り（それも、日本語の文章を中国語訳するのではなく、最初から中国語で作れるとなおいいですね）、その上で中国人の先生に直してもらう、という流れがいいと思います。中国人の先生に日本語原稿を中国語訳してもらうと、どうしても書面語が多くなります。書面語を用いること自体は悪くないのですが、外国人、それも高校生の弁論では、書面語を自分の言葉として消化して話すのは難しいでしょう。なるべく自分でもよくわかる基本的な口語を用いたほうが聞き手の共感を呼ぶでしょう。
音声面についてですが、今回の弁論部門の弁士の皆さんは、それぞれ上手に中国語で発表していましたが、全体的にやや平板な印象を受けました。強弱・抑揚や、スピードの緩急をつけるなど、変化をつけるともっと聞き手に与える印象が変わると思います。
いずれにしても、全国各地の高校生の中国語能力の高さを見せてもらいました。ぜひ今後も、そして、高校卒業後も中国語学習を続けていってください。
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